
秋
父
セ
メ
ン
ト
会
長
で、
財
界
に
あっ
て
教

白
川
凶に

枇も熱
心
な一
人
で
あ
る
諸
井
段は、

日
本の
大
学の
語
学
教育に
対
す
る
厳
しい
批

判
お
で
も
あ
る。

，
H
士小川の
あい
まい
さ
は、
日
本
社
会の
特

れ
と
も
深
〈
通
じて
お
り、
刊誌聞
とい
う論理

的
な
汀
艇に
世
きか
え
て
み
る
と、
議
論の
あ

い
まい
な
点が
よ
く
み
え
て
く
る。
こ
う
した

が討に
よる
発
想
とい
う
もの
安身
につ
け
る

よ
とこ
そ
知
学
教
育
なの
に、
文
法
や
説
鮮に

一削っ
た
日
本の
大
学の
語
学
教育は
カ
タワ
と

い
っ
て
む
古い
過
ぎ
で
は
ない」

勘町
上
智、
lCUへ
と

4司
流れる

合格者

日
本の
大
学の
語
学
教育の
ル
lツ
と
で
も

い
うべ

き東京外国側聞
大学の
現
状
もこ
の
例

外
で
は
な
さ
そ
う
だ。
キャ
ンパ
ス
や、
外踏

ん
をと
リ
巻
く
企
業
か
らの
戸
をた
どっ
て
み

ろ
と、
作か
ぴ
上がっ
て
く
るの
は、
日
本
社

’lil

i－
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大

学

評

判

記

3

・

東京
外
国

語大
学

往年
の

人

気
い

ま

ね旦
」

会
が
人
と
カ
ネの
両
聞か
ら
国
際
化
を
急
ピγ

チ
で
進
め
てい
く
な
か
で、
それ
に
反
比
例
す

る
よ
う
に
務リ
を
地
してい
く
諸
学
専
科
大
学

の
姿
で
あ
る。

英
米、
仏、
独
語
は
も
ち
ろ
ん、

朝鮮、
モ

ン
ゴ
ル、
イン
ドシ
ナ
跨
な
ど

他窓＋に
は
ない

少
数
語
学
科
を
揃
え、
計
十
六
の
語
学
科
キ
挽

す
る
外
部
大
は、
一
学
年
六
百
三
十
五
名、
全

学
年
で
二
千
五
百
名
とい
う、
い
たっ
て
小
規

模
な
大
学で
あ
る。
各
科の
定
只
も
十
五
名か

ら、
多
く
て
英
米の
七
十
名
ま
で
で
あ
る。

今
年か
らの
国
公
立
大の
受験
機
会
波
数
化

に
よ
り、
外
諸
大の
競
争
倍
率は
各話
料
と
も

軒
並
み
前年の
数倍
とい
う
人
気
と
なっ
た。

Lか
しこ
れ
は、
か
け
持
ち
受験が
可
能に
な

っ
た
とい
う
制
度
上の
自
然
地
で、
外
活
大人

気
が
上
糾
した
もの
で
は
決
して
ない。
む
し

ろ、
人
気
は
下
降
してい
る
とい
う。

妊
文
社
入
試

情報局
長の
代間
恭
之
に
よ
る

と、
「
こ
こ
数
年、
志
願
者
数
に
それ
ほ
ど
変
化

は
な
く、
こ
の
而か
ら
は
人
気
低
迷
と
はい
え

ない。
し
か
し
問
題
は
外
知
大A
品
名の
か
な

り
の
部
分が
川町
制
した
私
立
に
流
れ
てい
る
こ

と。
志
願者の
半
数
以
上が
女
子
とい
う
批近

の
傾
向
も
あっ
て、
津凹
邸、
上智、
I
C
U

へ
流
れ
る
学生
が
多
く、

A品
中
で
もこ
れ
ら

の
私
大の
方が
慨は
しい。

外郎
大
はH
回
日切
私

雌ω
とい
わ
れ
る
現
象の
典引」
とい
う。

代
削
が
指
摘す
る
外
訟
大
小人
気の
烈
山
は、

＠叙
風
景、
銚…
味
乾
燥
な
キャ
ンパ
ス
の
イ
メ

ー
ジ、
③池一訳、
知
学
旧民
といっ
た
イメ
ージ

に
結
び
つ
く
知
学オ
ン
リ
ー
の
均
質性、

命巣

過一
次
以
降、
数
学が
加
わ
り
文
系
学
生が
敬

注
した
こ

？ーの
三
点
で
あ
る。

し
か
しこ
う
した
外
而
的

な条件は、
外
泌

総
れ
の
究極
的
な．製
図
と
は
考
えに
くい。

災
米組問
学
科の
O
B
の一
人
で、
日以
内ル
新
聞

の
元ニュ
ーヨ
ー
ク
特
派
只
は、「
我々
の
時
代、

一
一慨
を
災学の
錐
と
す
れ
ば
外向
は
賠
学の
維

とい
う，M
負が
あっ
た。
当
時は
間
学
を
ハチ
ぷ

に
は
外
却
を
おい
て
な
かっ
た
し、
集、つ
学
生

に
もエ
リ
ー
ト
の円以
概が
あ
り
ま
した」
と
ふ

り
返
る。
彼
が
卒業
した
昭
和
三
十
年
代は
折

し

もM皮
絞
済
成
長
則。
外飢聞の
卒
業
生
は・凶

社、
金
融
に
引っ
張
り
だ
こ
で、
好
きこ
の
ん

で
新
聞
社へ
行
く者
は
珍
しかっ
た
とい
う。

と
こ
ろ
が、
最
近
目
立つ
の
は
「
宮
繋の
使

え
ない
外M
mMT」
とい
う
世
好
で
あ
る。
企
業、

一
般か
らい
え
ば、
山崎
学
日院の
城
を
出
ない、

あ
るい
は、
しゃ
べ
れ
ない、
とい
うの
で
あ
る。

民間の
海
外
留
学生
派
遣
川聞
で
あ
る
サ
ン

ケ
イ
ス
カ
ラ
シッ
プ
は、
二
十
数
年に
わ
た
り

大学生
を
米
国、
引火
同
な
ど
五ヵ
国へ
送
リ
続

け
て
き
た。
石
川
洋
之
事
務
応円以に
よ
る
と、

例年
百
倍
ほ
どの
餓
争率の
試
験
を
泊っ
て
く

る
学
生の
出
身
大
学
は
京
大、
京
大、

早肢が

多い。
外
部
大に
つ
い
て
は、
「
総
数
は
多い

が、
か
つ
て
に
比べ
れ収
近
は
目
立
た
ない。
あ

そこ
の
大
学
は
ど
う
も話
学が
先日付
しが
ち
で、

う
ちが
求
め
る
学
生
は
広が
り
を
持っ
た
テ
l
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？
の
持
ち
主」
と
詳
す。

ロ
シ
ア組問
科
を卒
業
し
現
在
時
不
通
信
外
報

郎
に
慨
を
泣
く
あ
る
O
B
は、「
外肌聞の
述
中
は

はっ
き
2・日っ
て
しゃ
べ
れ
ない」
と、
世
対

そが什
定
し
ない。「
MU
業
は
厳
し
かっ
た
が、
問

中．
文
小、
思
恕
とい
う
ア
カ
デ
ミッ
ク
な
方

刷
に
市川…
が
お
か
れ、
会
話
な
どプ
ラ
ク
テ
ィ

ウ
ル
な
佼
業
は
て
二
年
次
で
迎に一
度
で
し

た」
とい
う。
語
学
は
手
段
に
す
ぎ
ず、
そ
れ

t
り
も
その
国の
岡山
史、
文
化、
社
会の
型
鮮

問
を
深
め
る
とい
う
外
賠
大の
姿
勢
は
そ
れ
な

り
に
町
瓜
で
は
あ
ろ
う
が、
結
来
と
し
て
上
智、

I
C
U
といっ
た
笑
践
的
な
語
学
教育の
大
学

に
大
き
く
巡れ
を
とっ
て
し
まっ
た
感
は
否め

ない
とい
う
の
で
あ
る。
た
と
えば
その
逃い

は、

外凶
人
ス
タッ
フ
に
よ
る
授業
数、

会話、

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
佼
業
数の
悲に
間以
然
と
し
てい

川一寸
小
郎一公
寺務
め
る
教
授・

金丸邦
三
は、

外九州
大
の
カ
リ
キュ
ラ
ム
が
「
説み、
引
き」

山t心
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る。寸
その
国
を
理
解

す
る
た
め
に
は、
文
化、
社
会
を
知
ら
ね
ば
な

ら
ない。
そ
こ
で
ど
う
し
て
も
文
献
中
心
の
税

制
が
多
く
な
る」

ロ
ン
ア刊山
中
科
教
佼の
原内十
也
は、

。
外
泌
が｝ぺH
梨の
専
門の
学
校
といっ
て
も、

‘
六
年
次の
話
学
は
迎六コ
マ
で、
こ
れ
で

は
と
て
し
込
り
ない。
か
と
言っ
て
リ
ベ
ラ

刊・
ア
ー
ツ
引
に
徹
す
る
こ
とが
で
き
る
か
と

い
え
ば、
そつ
で
も
ない。
現
代に
あっ
て
外

諸
大
自
体
が
どっ
ちつ
か
ずの
中
途
半
端
な
存

在
に
なっ
てい
る」
と
現
状
の
問
題
を
認
め、

こ
れ
が
外
詰
抑
制の
低
下の一
凶
で
は
ない
か

とい・ヲ。
最
近、，
同
大が
卒
業
生
に
あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
災施
し
た
とこ
ろ、
男
子
学
生
と
す与チ
学生

のニ
l
ズ
に
か
なり
の
ギャ
ッ
プ
が
目
立っ
た

とい・
1
い
ま
外
語
大
は
全
体
で
女
子
が
約
七

訓
を
占
め、
ペ
ル
シャ
陪
は
八
八
%、
スペ
イ

ン
路
八
O
%、

中関紙
七
四
%
と、
さ
な
が
ら

女
子
大の
飽
だ
が、
そ
の
女
子
が
外部
大
に
求

め
る
もの
は
語
学・
文
学
で
あ
リ、
少
数
派の

男
子
が
求
め
る
もの
は
幅
広い
間
際
附
係
で
あ

っ
た。
こ
う
し
た
ニ
と
か
ら
「
ど
ち
らつ
か
ず

よ
リ、
い
っ
その
こ
と
向
学系
と
同

際聞係
系

に
か
部
を
分
け
て
し
ま
お
う」
と
す
る
意
見
む

学
内に
は
存
花
す
る。

も
う一
つ、
関
係
者が
桁
摘
す
る
の
は
「
話

す
こ
とが
苦
手
な
教
只
が

最貯多
く
なっ
て
き

た」
とい
う
こ
と
で
あ
る。

教佼の
評
価
が
論

文
に
よっ
て
決
定
さ
れ、
新
す
能
力
を軽
ん
じ

る
傾
向
が
強い
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
休
質が、
こ

れ
に
始
市中
をか
け
てい
る
とい
う
わ
け
だ。

hHY
もはや
歴史的

4・

使命は
終わった？

東山

爪外間
大の
既
山火
は
明
治
六
年
に
創
設
さ

れ
た

東京外国語
学
校
に
始
ま
る。
その
ね
ら

い
は
先
進
文
明
閣
と
し
ての
欧
米
文
化の
伐
取

や、
組
民
政
策の
勃
興
期に
あっ
た
日
本が
海

外へ
門
戸
を
聞
く
た
めの
「
話
学の
尖
兵」
の

誕成
で
あっ
た。

H－
ラ
シュ
ド
lル
の
『
大
学の
起
源』
の

訳
者
と
し
て
知
ら
れ
る
悶
立
教育
研
究
所
次
長

の
横
尾
壮
楽
に
よ
る
と、
欧
州
で
は
十
八
世
紀

か
ら
十九
世
紀
に
かけ
て、
列
強
の
帝国
、町議

の
広が
り
に
促
さ
れ、
東
洋間や
アフ
リ
カ
陪

の
た
めの
専
門の
学
校が
ナ
ポ
リ、
パ
リ、
ロ

ッ
テル
ダム
な
ど
各
地に
相
次
い
で
設
け
ら
れ

た。
し
か
し、
こ
う
し
た
時
代の
要
請
で
生
ま

れ
た
大
学
は、
今
世
紀に
入
り
生
彩
が
ない。

た
と
えば
イ
タ
リ
ア
で
は
今
世
紀
に
入
り
何
も

言
葉の
学
校が
ナ
ポ
リ
どけ
で
は
な
く
な
り、

特
殊
性
が
失
わ
れ、
独
内
体
制
は山刷
れ
た。

「
今、

間学の
内
側付に品開…
心
で
あ
る
の
は、
た

と
えば
中国
で
す。
中聞
は
ちょ
う
ど
日
本の

幕
末
と
同
じ
で、
文
化、
経
済の
ギャ
ッ
プ
を埋

め
る
た
め
の。
兵
隊ω
が
必
要。
英
語
に
続
き日

本
間ブ
｜ム
で
その
数
は
全自
で
百
万
と
む二

百
万
と
もい
う。
こ
う
し
た
外
国mmブ
lム
は

国電典明奴から染井賞閣を彼吋てキャンパスに辿り漕〈

叫ゐ品！：：：

日万五i大学評判Ii!/東京外国路大学113 



い草や東京女子外路大草とbいわれるi

 

w働
金軍
令
日掛町J’

F‘
1．

pew

－
洲刊日い7

タ
イ
な
ど
他の
途
上
国
で
も
同
じ
で
しょ、7」

日
本の
相場
合、
戦
前の
東
亜
同
文
許
院
が
大

川刊
を
山中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
へ
の
軍
国
支
配
の

n
尖
兵。

養成
といっ
た
ね
らい
が
決以
だっ

た
の
な
ら、
東京
外路
大の
場合
は
日
本の
近

代
化
に
伴、7、
海
外
文
化の
イン
トロ
デュ
l

サ
ー
をめ
ざ
した
と
育つべ
きか
も
し
れ
ない。

し
か
し、
そ
の
役制
は
す
で
に
終っ
た
の
で

は
ない
か、
との
戸
が
あ
る。

「
外
荒川
大
は
炎、
独、
仏
語
を
や
め
れ
ばい
い

と
忠、7．
そ
う
し
た
言
語
は一
般の
大
学で
も

九千べ
る
環
境
に
あ
る・
こ
れ
だ
け
外同へ
の
行

き
米
が
白
山
なの
だ
か
ら、

外国へ
行っ
た
方

が
早い
と
も一言早え
る。
外
諸
大
が
その
特
性
を

生
か
せ
る
の
は
タ
イ
山崎、
イン
ド
シ
ナ
恋
な
ど

ア
ジ
ア、

中束、
共
和伸叫聞
な
ど
を中
心
と
し
た

専
門
性の
強い
級
学
で
は
ない
か」

二
十
世
紀
後
半の、
日
本
社
会
を
と
り
巻
〈

著
しい
国
際
化の
波
が、
外
国語
教育
をめ
ぐ

る

什詫官、すっ
か
り
奪え
て
し
まっ
た．
とい

・
ι川
捕
に
他
な
ら
ない。

語
学
スペ
シ
ャ
リス
ト
策
成
とい
う、
外
語

大の
役
制
の
衰
退
を

HFU敏感
に
受
け
止
め
て

い
るの
は、
も
ち
ろ
ん
企
業

関係者で
あ
る－

dm
学
が
で
き
る
か
ら
その
人
物
を
探
期
す
る、

とい
うこ
と
は
まず
ない。
仮
に
あ
る
と
し
て

も、
そ
の
場
合
は
専
門
機」
（
大
手
都
銀）
とい

う戸
が
代表
す
る
よ
う
に、
企
業の
多
く
は
陪

学
力
を特
殊
能
力
と
凡な
さ
ず、

総合
的
な
資

質
を
重
視
し
てい
る。

「
商
社、
メ
ー
カ
ー
む
現
地
生
産、
資
本の
海

外
移
転
な
ど
海
外シ
フ
ト
の
時
代で、
海
外
に

人
を
出
す
の
が
当
り
前
に
なっ
て
き
た。
現
地

へ
出
せ
ば
言
紫
は
そ
れ
な
り
に
身
に
つ
く
し、

人
脈
も
出来
る
か
ら、
あ
え
て
スペ
シャ
リ
ス

ト
を
求
め
な
く
なっ
てい
る」（
純
職
問
題
評
論

家・
必
消
防叫
紀）

こ
れ
ま
で
商
社
に
せ
よ、
AV．
融
に
せ
よ、
外

語卒で
あ
れ
ば
話
せ
トキヲが
話せ
まい
が、
完全

な
専
門
・家
と
し
て
採っ
て
き
た。
その
結
川端
が、

セ
ク
ショ
ン
に
川刊
し
れ
る、
トッ
プ
に
な
れ
な

い、
と
評
さ
れ
る
外
め半の
次官
と
らい
え
る。

し
か
し、
海
外
進
出のノ
ウハ
ウ
を
諸
制
し、

外国出
が
特
別の
嬰紫で
は
な
く
なっ
た
企
業

に
と
り、
外町山聞の
学
生
は
必
ず
し
も
必
裂
な
人

材
で
は
な
く
なっ
た。
今
年、
大
手
向
社
九
社

で
採
用
し
た
学
生
は
八
百
六
十
名。
その
う
ち

諸
学
嬰
只
は一
一割
弱で、
一
社
多
く
て十
名、

平
均
す
れ
ば
六、
七
名
と、
各
社が
保
川
す
る

町一川
学
婆H
は
年
を追っ
て
減
少
し
てい
る。
こ

の
小
さ
なパ
イ
を、

外諸
は
他
大
学
と
激
し
く

奪い
合‘ヲ
こ
と
に
な
る。

昭
和
三
十
年
代の
あ
る
年の
仏間
科の
批
判帆

（
川内
子）
を
み
る
と、一一一
十
名山・
約
十
名が
三

井、
住
友
を
は
じ
め
と
す
る
商
社
で
あ
る
の
に、

六
十一
年
に
は一
名
しか
商
社
に
進
ん
でい
な

い。
か
つ
て
は・聞
社
採で
京
大
と
奴っ
た
外時

勢
も、
今
は
早
稲
問、

鹿応
に
その
地
位
を扱

っ
てい
る
とい、7。

前向
性よ
り
も
総
合能
力、
つ
ま
り
ジェ
ネ

ラ
リ
ス
ト
を
要求
す
る
企
業が、
円以
目
し
始
め

た
の
が、
総A早
大
学の
外
国
賠
学
部

出身者で

あ
り、
続い
て
最
近
は、
帰
国
子
女、
海
外
大

学卒
業
者
とい
う
新
しい
存
在
で
あ
る。
山ω
士

銀
行
や三
菱商
事
といっ
た
大
手
が
率先
し
て

帰国
子
女
を
採
用
し
てい
る
の
は、
阿川
学
削百戸μ

と
し
て
で
は
な
く、
基
礎能
力、
州
抗日
な
休
験、

プ
ラ
ス
語
学
力を
持つ
た
め
と
さ
れ
る。

「
従米の
ぷ叩
ハチ屋H
とい
う
慨
念で
は
な
く、

41・
た
は
日
本
で
教育
さ
れ
て
き
た
人
々
の
小に

彼
ら
をぶ
ち’』
み
啓
発
さ
せ
よ
う
と
し
てい
る

必
裂
と
あ
れ
ば、
外
国
人
その
もの
を
採
用
す

る
時
代
も
く
る
で
しょ
う」
（
向
井）

hHY
読売
新聞
外報部は

d圃
半数が外語出

こ
れ
か
ら、
スペ
シャ
リ
ス
ト
と
し
ての
外

叩
mM十
が
企
業
社
会
で
ど
う
迎
え
ら
れ
てい
く
の

か、

関係
者の
見
る
目
は
般
しい。

松
浦
は
「
外
語
大
O
B
は、
こ
れ
ま
で
海
外

進
山のノ
ウハ
ウ
を
あ
まり
持っ
てい
ない
中

小
企
業
と
か、
海
外一安
以
が
忽
に
必
．袋
と
なっ

て
き
た
建
設
業
な
ど
し
か
灸け
肌
が
な
く
なっ

て
く
る」
と
予
測
す
る。

こ
れ
に
対
し、

諸井
は
「
別の
意
味
で
のス

ペ
シャ
リ
ス
ト
の
時
代が
まだ
米
る」
と
述べ、

時
代
に
応
じ
た
新
しい
役
制
を
服
従
十べ
ふ
と

す
る。

「
企
業
は
こ
れ
か
ら
人
を多く
か
か
え
ら
れ
な

く
な
る。
必
裂
に
応
じ
て
外
部
か
ら
り
川・一
E

呼
び、
人
材の
ネッ
トワ
ー
ク

を仰紛
自
白
に

し
て
企
業が
動い
てい
く
よ
う
に
な
る
と、
専

門
家
が
活脱
す
る
場
面
は
広がっ
て
く
る」

「
時
九日ナ民」
か
らの
脱
皮の
試み
が、
外
的
火

内
部
に
ない
わ
け
で
も
ない．

例
えば
国際

関係論の
教
授、
中
嶋倣
維の

唱md
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ゼ
ミ。
専
門の
徳
学
を
問
わ
ず、

学生
を一
年

次
十i
十
五
人
に
絞
り、
冷
戦、
中ソ
関係、

米の
ア
ジ
ア
政
策
な
ど
を
テ
！？
に
共
同
研
究

ゐ主め
る。
ゼ
ミ
機関
誌
「
歴
史
と
米
米」
の

q’q
現
役の
ビ
ジ
ネスマ
ン
や
ジャ
ー
ナ
リ

ス
トに
よ
る
秘義、
海
外フ
ィ
ー
ル
ドワ
ー
ク

といっ
た、
多
彩
な
活
動
を
繰り
広
げ
てい
る。

OBの
活
仰の
坊
も、
商
社
や
ジ
ャ
ーナ
リ

ズ
ム
といっ
た
従
米の
外凱
叩卒の
土
俵
か
ら
踏

み
出
し、
国
際機
関、
金
融
な
ど
多段
な
広が

り
を
凡せ
てい
る。

「
本当
は
国

際凶係
を
学
び
た
かっ
た
が、
語

学・
文ハチ品川
比
重が
大
き
く
満
た
さ
れ
ない
気

持
で
…牟業
し
た」
とい
う
中
嶋
は、
人
文・
社

会
科
学
系
と
し
て
は
わが
国
初の
共
同
利
用
研

究
所
と
し
て
知
ら
れ
る、

外務
大の
ア
ジ
ア・

ア
フ
リ
カ
研
究
所と
も
協
力
し
「
語
学
を
も
と

に
し
た
国
際
関
係
の
総
合
大
学
を
目
指
し
た

い」
と
意
欲
をの
ぞ
か
せ
る。

二
楽本
四
迷
や
永
悲何
風、
石
川淳といっ

た
文
人
を
O
B
に
持
？』
と
に
象徹
さ
れ
る
よ

う
に、

戦前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
東京
外
語が

持っ
て
き
た
胤
土
は、
多分
に
文
学
的、
リベ

ル
タン
（
自
由
人）
的
で
あっ
た
よ
う
で
あ
る。

その
た
め
か、
ジャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
は
多数の

O
B
た
ち
を
送
り
込ん
で
き
た。

説先
新
聞
社の
場
合、
編
集
局長の
水
上
位

也（
仏間山）、
局
次
長の
阿
部義
正（

中国恰）

をは
じめ、
外
報
部
は
半
数が
外
務卒とい
う。

前
山の
読
売
元ニ
ュ
ーヨ
ー
ク
特
派
只
は

「中田孫一、
金回一
恭彦などが
整官にい

て、
阿川
学
その
もの
を
学ぶ
とい
う
よ
り
む
救

護主
義的
な
色
合い
が
強
かっ
た」
とい
う。

外担聞が
時
代
に
と
り
残
さ
れ
てい
く
とい
う

危
機
感の
反
面
で、
教
瓦
や
O
B
の
問
に
は
そ

う
し
た
自
由
な
校
風
歩悔
し
む
声
も
あ
る。

時
事通
信
網
集委
只の
勝
以
作弥
（
仏
組問、

三
十
七
年卒）
は、
当
時新
分
野
で
あっ
た
比

較
文
学
を
目
指
し
外路
大の
門
をく
ぐっ
た。

「
私
は
外
賠
大歩、
愛
し
てい
る
し、
経一成
も
し

てい
る。
外
語
大
は
私
に
とっ
て、
海
外
文
学

の
窓口
で
も
あ
り、
とっ
か
か
り
で
も
あっ
た。

し
か
し
償
れ
の一
方、

学生
や
教
仰が
あ
ま
り

に
も諸
学
を
目
的
と
み
な
す
姿
に
失
望
し
も
し

た
の
で
す」
と、

藤原
は
ふ
り
か
え
る。

こ
れ
か
らの
外語の
行
き
方
につ
い
て、
藤

原
は
「特
殊性
を
生
か
し、

建従な
ら
教挺で

ラ
テン
結の
根の
部
分
をしっ
か
り
お
さ
える

よ
う
な、
目
的の
はっ
き
り
し
た
単
科
大に
す

べ
き」
と
注
文
す
る。

ベ
ト
ナ
ム
と
北
朝

鮮関係の
酪
社
に
勤
め
る

0
8の
太
悶
宏
（
イン
ドシ
ナ
話
学
科）
は、

「
特
殊組問
学
だ
け
に
本・当の
少
人

数教育だっ
た。

ベ
ト
ナ
ム
結
や
モ
ン
ゴ
ル
穏
な
ど
特
殊
な
諸
学

を抱
える
大
学
は
少
ない
か
ら、

外訟の
存
在

は
武
重」
と
話
す。

し
か
し
授
業が
ア
カ
デ
ミツ
ク
過
ぎ
て、「開聞

学の
笑
用
に
向
か
ない」
とい
う
点
で
は、
太

因
む
外
紛の
現
状
に
批
判
的
だ・

ジャ
ーナ
リ
ス
ト
も聞
社
只
も、
海
外
で
本

格
的
な
仕

事やヤす
る
際に
は
通釈
を使
う
こ
と

が
多い
中
で、
太
田
はベ
ト
ナ
ム
の
ホ
｜
チ
ミ

ン
市へ

出娘す
る
折
は、
自
身のベ
トナ
ム
語
で

ビ
ジ
ネス
をす
る
とい
う。

「
商
売
多ヤす
る
な
ら、
その
国
を
知っ
てい
な

く
て
は
ダ
メ
で
す。
そ
の
国の
回出
火
や
文
学
を

知
り、
その
固め
言
葉
を迎
解
す
れ
ば、
決
し

て
相
手
を
馬
鹿
に
す
る
こ
と
は
ない」
と
跨
る

言
葉
は
自信に
裂
打
ち
さ
れ
てい
る。

太
田
に
代表
さ
れ
る
よ
う
に、
外部間
大の
特

殊
な
鰭
学
科、
その
少
人

数教育
は、
現
代に

おい
て
な
お
価
値
争
持つ
もの
か
もし
れ
ない。

hHV
神田

外国語大学の

4圃
新しい試み

し
か
し、「
外
国穏
で
食べ
てい
る
収
業
人
は、

こ
の
ま
ま
で
は
石
炭
や
国
鉄
と
同
級、
斜
陽産

業
に
組
み
込
ま
れ
る」
（
積
尾）
とい
う
指
摘が

あ
る
よ
う
に、
従
来の
日
本の
部
学
教育の
頂

上
に
あっ
た
外
語
大
は
存
在
その
もの
を、
時

代的
に
問わ
れ
てい
る
こ
と
は
問
迎い
ない。

こ
の
春、
千
葉・
幕開択
に
発
足
す
る
神田
外

国
語
大
学
は、
こ
う
し
た
外
国話
教
育
を
と
り

巻
〈
筑
波
の
中
で、

来京
外路
大
元
学
長の
小

川
芳
男
を
学
長
に
し
て
生
まれ
た
新
設
私
立
大

で
あ
る。

英
語
を
中
心
と
し
た
会
話
学
校
を
母
体
と
し

h州町
内

少いHL
－
i
跨P

た
こ
の
大
学の
ね
らい
は
「
異文
化コ
ミユ
ニ
明

ヶ
l
シ
ョン」
とい
う
考
え
方
宮山
商
に
抑
し聞

出
した
語
学
教育
で、
特
に
環
太
平
洋時
代
を
桁中

意
識
し
て
災
時、
スペ
イン
路、

中国話、
総帥

国
語の
四
学
科
を
叩泣い
てい
る。

パ

小
川
を
始
めス
タッ
フ
の
多く
に
外語の
教科

只
O
B
が
名
をつ
ら
ね
る。

糊

「
語
学
は
災
学、

教誌の
ど
ち
ら
で
も
ない」

とい
うの
が
小
川の
持
論
で、
こ
こ
で
は
「
し

ゃ
べ
れ
ない
外
語
卒」
とい
う
外
語
大
で
の
経

験へ
の
反
省
を
踏
ま
え
た、
新
しい
諸
学
教育

を
目
指す
と
らい
わ
れ
る。

曲
り
角に
来
てい
る
東
京
外活
大の「
彩
絵」

とい
う’料品
川怖
で、
その
成
否が
注
目
さ
れ
る
災

験
で
は
あ
ろ・7。
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